
ジェンダーギャップ解消事業 【武雄市】

令和5年の内閣府調査と令和3年度の当市調査を比較すると、「夫
は外で働き、妻は家庭を守る方がよい」に「反対」の男性の割合が、
当市は全国よりも低い。また、共同通信社「都道府県版ジェンダー
ギャップ指数」（2024年）から、佐賀県では全国に比べて、女性に
家事・育児が偏っていることがわかる。
また、当市調査で、「男女共に仕事と生活の調和を図るために必
要な条件」として、職場環境や働き方等の改善が挙げられていた
ことを踏まえ、職場環境や働き方の改善にアプローチするため、企
業等への直接の働きかけを行う必要がある。

地域の実情と課題

経済団体（商工会議所等）、個別事業所、武雄労働基準監督署、
武雄市男女共同参画推進市民会議

連携団体

ワークショップ後、各事業所から職場改善宣言を出してもらったが、
会社全体としての取り組みよりも、会社でのそれぞれの立場にお
ける、個人的な取り組みに収まる内容のものが多かった。より会社
全体で取り組む内容となるような目標を考え、実践していってもら
えるような働きかけが必要と感じた。

今後の課題

参加したすべての事業所から、職場改善に関する取り組みを宣言
していただくことができ、また、ワークショップ終了から約２ヶ月後に
取り組み状況について調査したところ、85％の事業所が職場改革

宣言を「実行している」と回答した。このことから、女性を含む誰も
が働きやすい職場についての考えや取り組みが広がったと言える。

事業の効果

より多くの事業者が、ワークショップで学んだ内容を自分事として
捉え、自らの職場改善のための具体的な方法を考え、宣言し、実
行することを目標とする。

目的・目標

性別にとらわれない誰もが働きやすい職場環境を創るための方策
を、事業者自らが見つけ出すため、ワークショップは職場のマネジ
メントに関わっている経営層、管理職等を対象とした。また、単発
ではなく全３回で行うことで、ワークライフバランスに関わる複数の
手法、視点を学ぶ機会とすることができた。
また、最終回で、自ら職場改善のための実践法を考え、宣言しても
らうことで、より主体的な参加を促し、実効性を担保した。

事業の特徴

個別事業費 １，１５６ 千円

交付金額 ５７７ 千円

事業番号 1

目標・KPI 目標 実績 達成率

事業
目標

参加事業所で、職場改
善を宣言した事業所の
うち、宣言内容を実行し
ている事業所の割合

100％
（アウトカム）

85％
（R8年3月
時点）

85％

事業
KPI

参加事業所のうち、具
体的な職場改善方法を
宣言する事業所の割合

100％
（アウトカム）

100％
（R8年3月
時点）

100％



事業の概要

武雄市ジェンダーギャップ解消
ワークショップ事業

より多くの事業者が、ワークショップで学んだ内容を自分事
として捉え、自らの職場改善のための具体的な方法を考
え、宣言し、実行することを目標とする。

第１回（健康的に働ける職場環境づくり）

令和７年10月14日（火）13：30～15：30
場所：武雄市役所４階会議室
参加者：11社13名
実施内容：男女の身体、健康課題の差について知ることで、働きやすい

 職場環境づくりについて考える

結果・実績

目標・KPI 目標 実績 達成率

事業
目標

参加事業所で、職場改
善を宣言した事業所の
うち、宣言内容を実行
している事業所の割合

100％
（アウトカム）

85％
（R8年3月
時点）

85％

事業
KPI

参加事業所のうち、具
体的な職場改善方法
を宣言する事業所の割
合

100％
（アウトカム）

100％
（R8年3月
時点）

100％

チラシ抜粋

第２回（持続可能な事業とインパクト雇用）

令和７年11月20日（木）13：30～15：30
場所：武雄市役所１階ホール
参加者：11社13名
実施内容：社会と企業が直面する課題、インパクト雇用の効果

第３回（気づいて活かす、思考のクセ）

令和８年１月27日（火）13：30～15：30
場所：武雄市役所４階会議室
参加者：11社13名
実施内容：アンコンシャス・バイアス、多様性に配慮した人材育成

学んだことを活かして、
各職場で職場改善のた
めに取り組む内容を宣
言しました。
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